

































































l 人に 1 5 分以上必要で、 180 分の授業時間で休む暇無く
続けても l 日に 10 人程しか進まない。学生は so 人以上
















図 l から図 5 は私自 身のデッサンの過程を見せること
で、デッサンの描き方を示そうと試みたものである 。 人
体鉛筆デッサンにおいて l 日に 10 分間のポーズを l l 回
3 
合わせて l IO 分間のデッサンを 6 日 間、 延べ lI 時間の
過程を、毎回撮影し 5 枚の写真で並べてみた。 しかし 5
枚の写真を並べると大きく描き直 した修正はない。一日
目の構図を決めて大ま かに形を画面に薄く描く段階から、
全体的プロポーションはとれている。 6 日 間のデッサン
を通して単に鉛筆の色が濃くなるのではなく、形を直し
続けているのは、モデルの表情が変化して行く過程から






図 6 は私の 2008 年の少女鉛筆デッサンである。 逆光の
陰の中に顔の大半がある。 多くの人は、 顔が陰の中に在っ
て暗くても、顔が一番明るいと信じているので暗く描けない。






正しくとらえている。図 8 の 20 10 年制作の婦人像鉛筆デッ
サンは、淡く柔らかい調子で豊かな量感を描いている。

















彩、は形が見えない玉虫 ｜士！ として 、 1 5昔視が起こる事、 2






































と く描 くのである 。 両限立体視は両日良の聞の距離によっ







































































メ ー ジが不鮮明に写っている 。 それをさらにじっと見つ
めると漠然とした完成後の画像、がグラフイツクイメージ
として出現する。それは集中すると次々と限りなく現れ















い。 デ y サンがさらに深くものを見る事を可能にし、視 図 l 、 5 、 6、 7、 8 スタジオ DaDa 中村光孝
覚的なセンスを磨くものである。」と諾っている 。 図 2、 3 、 4 筆者
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図5 婦人像鉛筆デrツサン 20 11年 I l時間
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図7 青年像鉛筆デァサン 2009年 9時間 1 0分
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図B 婦人像鉛筆デyサン 20 1 0年 I l時間
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